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『
続
の
原
』
輪
講
 
発
句
 
 
 

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
）
四
月
一
八
日
の
例
会
に
て
発
表
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担
当
 
日
本
女
子
大
大
学
院
・
時
田
紗
緒
里
 

 〇〇 〇〇
春春 春春
３
１

３
１

３
１

３
１
番番 番番
のの のの
発
句

発
句

発
句

発
句
 

連
翹

れ
ん
げ
う

の
匂
ひ
を
菴
の
風
見
哉
 
 
 
峡
水
 

 〈〈 〈〈
作
者

作
者

作
者

作
者
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
〉〉 〉〉
 

作
者
の
峡
水
は
、
詳
細
不
明
。
続
の
原
に
三
句
、
以
下
、
錦
ど
る
( 百

韻
)  

五
句
、
 
田
螺
と
ら
れ
て
（
世

吉
）
七

句
、

月
と
な

く
夜
( 歌

仙
) 五

句
、

日
の
春

を
（

百
韻
）

三
句

、
武
蔵

曲
 

五
句
、

虚
栗

 
一

句
、

蛙
合
 
一
句
、
続
虚
栗
 
三
句
、
其
袋
 
一
句
、
い
つ
を
昔
 
一
句
、
梨
園
 
一
句
、
丙
寅
之
歳
旦
 
二

句
、
俳
諧
瓜
作
 
二
句
、
蘆
分
船
 
十
七
句
、
は
り
袋
 
四
句
、
根
な
し
蔓
 
十
八
句
入
集
。
 

 〈〈 〈〈
語
注

語
注

語
注

語
注
〉〉 〉〉
 

・・ ・・ 「「 「「
連
翹
」
に
よ
っ
て
春
。
連
翹
は
、
葉
に
先
立
ち
、
葉
腋
に
対
生
し
て
黄
色
の
筒
状
花
を
つ
け
る
。
漢
名

の
連
翹
の
「
翹
」
は
枝
が
す
く
す
く
と
伸
び
て
花
を
つ
け
て
い
る
形
を
、
鳥
の
長
い
尾
に
た
と
え
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
る
。
枝
が
地
に
届
く
と
、
そ
こ
か
ら
根
を
出
す
。
半
蔓
性
の
長
い
枝
先
ま
で
、
む
せ
る
よ

う
な
鮮
や
か
な
黄
色
い
花
を
び
っ
し
り
つ
け
て
い
る
様
子
は
、
春
の
象
徴
の
よ
う
な
勢
い
が
あ
る
。
春
が

盛
り
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
小
さ
な
葉
が
萌
え
出
す
。

(『
角
川
俳
句
大
歳
時
記
』
春

) 

連
翹
や
井
手
の
大
臣
の
後
の
花
 
 
春
澄
『
洛
陽
集
』
 

題
し
ら
ず
 
よ
み
人
し
ら
ず
 

か
は
づ
な
く
ゐ
で
の
山
吹
ち
り
に
け
り
花
の
さ
か
り
に
あ
は
ま
し
も
の
を
 

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
の
い
は
く
、
た
ち
ば
な
の
き
よ
と
も
が
歌
な
り
( 『

古
今
集
』
・
春
下
・
一

二
五
) 

連
翹
や
柳
が
枝
に
山
吹
を
 
 
湖
春
『
洛
陽
集
』
 

連
翹
は
め
で
た
し
手
間
の
い
ら
ぬ
花
 
 
荷
兮
『
曠
野
後
集
』
 

和
歌
で
『
連
翹
』
の
語
を
使
用
し
た
も
の
は
な
い
。
 

・
風
見
 
か
ざ
み
、
風
の
方
向
、
強
さ
な
ど
を
見
る
こ
と
。
ま
た
風
圧
に
よ
っ
て
回
転
す
る
よ
う
に
装
置

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
回
転
の
さ
ま
を
見
て
風
の
方
向
を
知
る
道
具
。
屋
根
や
船
中
に
設
け
る
。
 

四
月
三
日
 
柳
を
植
て
か
ら
風
見
は
い
ら
ぬ
也
 
 
雑
俳
『
柳
籠
裏
』
 

 〈〈 〈〈
句
解

句
解

句
解

句
解
〉〉 〉〉
 

「
連
翅
の
花
の
風
情
を
、
我
が
庵
の
風
見
に
す
る
こ
と
だ
。
」
 

風
見
は
、
風
を
視
覚
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
句
は
、
連
翹
を
風
見
に
見
立
て
、
春
の
風
を
捉

え
て
い
る
。
 

    
 

〇
春

〇
春

〇
春

〇
春
３３ ３３
２２ ２２
番番 番番
のの のの
発
句

発
句

発
句

発
句
 

山
吹
や
秌 あ
き

の
露
こ
そ
い
や
し
け
れ
 
 
 
文
鱗
 

〈〈 〈〈
作
者

作
者

作
者

作
者
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
〉〉 〉〉
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作
者
の
文
鱗
は
、
生
没
年
未
詳
。
鳥
居
氏
。
別
号
、
虚
無
斎
。『

真
山
家
』
で
は
其
角
ら
が
文
鱗
の
旅
亭

を
訪
れ
、
と
も
に
遊
ん
で
い
る
。
『
丙
寅
初
懐
紙
』
『
続
虚
栗
』
『
花
摘
』
な
ど
に
入
集
。
( 『

俳
文
学
大
辞

典
』
) 

続
の
原
に
二
句
、
以
下
、
初
懐
紙
評
注
 
四
句
、
日
の
春
を
 
八
句
、
冬
景
や
 
一
句
、
蛙
合
 
一
句
、

旅
人
と
 
二
句
、
芭
蕉
書
簡
・
寂
照
宛
（
貞
享
四
年
正
月
二
十
日
付
）
一
句
、
続
虚
栗
 
十
九
句
、
続
き

の
原
句
合
 
一
句
、
阿
羅
野
 
五
句
、
花
摘
 
一
句
、
い
つ
を
昔
 
一
句
、
俳
諧
勧
進
牒
 
九
句
、
花
時

鳥
 
一
句
、
弌
樓
賦
 
五
句
＋
連
句
八
句
、
貞
享
三
年
歳
旦
集
 
一
句
、
新
山
家
 
十
三
句
、
ひ
と
つ
松
 

一
句
、
伊
賀
餞
別
 
一
句
、
貞
享
五
年
歳
旦
集
 
三
句
、
戌
た
つ
歳
旦
 
一
句
、
四
季
千
句
 
十
三
句
、

秋
津
島
 
一
句
、
西
の
雲
 
一
句
、
一
字
幽
蘭
集
 
一
句
、
桃
の
実
 
一
句
、
好
春
自
筆
句
集
 
一
句
入

集
。
 

 〈〈 〈〈
語
注

語
注

語
注

語
注
〉〉 〉〉
 

・「
山
吹
」
に
よ
っ
て
春
。
ヤ
マ
ブ
キ
は
フ
ジ
と
と
も
に
晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
和
歌
の
世
界
を
彩
る
代

表
的
な
景
物
で
あ
り
、
万
葉
集
以
来
多
く
よ
ま
れ
て
い
る
。
鮮
黄
色
の
花
片
は
風
に
散
り
や
す
く
、「
ほ
ろ

ほ
ろ
と

山
吹
散
る
か
滝
の
音
」
( 吉

野
紀
行
) と

い
う
芭
蕉
の
句

は
よ

く
知
ら

れ
て

い
る
が

、
万

葉
集

に
も

す
で
に
「
君
が
手
触
れ
ず
花
散
ら
め
や
も
」
と
花
の
散
る
様
子
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
( 『

和
歌
植
物
表
現

辞
典
』
一
九
九
四
年
六
月
) 

暮
春
款
冬
 

吹
く
風
の
め
に
見
ぬ
か
た
に
行
く
春
を
消
え
て
も
を
し
め
山
吹
の
露
( 草

根
集
・
一
九
一
一
) 

建
長
八
年
百
首
歌
合
 
前
大
納
言
顕
朝
卿
 

我
が
屋
ど
に
引
き
う
ゑ
て
見
ん
し
げ
山
の
露
に
匂
へ
る
山
ぶ
き
の
花
( 夫
木
集
・
春
六
・
二
〇
三
八
) 

さ
け
ば
か
つ
は
な
だ
に
お
も
き
山
吹
の
枝
に
か
か
れ
る
春
雨
の
露
( 夫
木
集
・
二
〇
七
六
) 

山
吹
の
露
菜
の
花
の
か
こ
ち
顔
な
る
や
 
桃
青
『
東
日
記
』
 

・
秌
の
露
（
＝
秋
の
露
）
 

題
し
ら
ず
 
よ
み
人
し
ら
ず
 

あ
き

の
つ
ゆ

い
ろ

い
ろ
ご

と
に
お

け
ば

こ
そ

山
の

こ
の

は
の

ち
く

さ
な

る
ら

め
( 古

今
集

・
五

・
秋

下
・
二
五
九
) 

銀
杏
も
秋
の
露
に
や
こ
が
ね
色
 
 
勝
興
『
続
山
井
』
 

あ
え
て
「
秋
の
露
」
と
限
定
し
て
、
「
春
の
露
」
と
の
対
比
を
強
調
し
て
い
る
。
 

 〈〈 〈〈
句
解

句
解

句
解

句
解
〉〉 〉〉
 

「
山
吹
の
春
の
露
と
共
に
あ
る
風
情
の
優
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
秋
の
露
と
共
に
あ
る
様
子
こ
そ
が
劣

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
な
あ
。
」
 

当
該
句
は
、
春
の
露
と
共
に
あ
る
山
吹
の
風
情
を
詠
む
。
秋
の
露
と
共
に
あ
る
山
吹
の
風
情
と
を
比
較
、

春
の
山
吹
を
よ
り
優
れ
た
も
の
と
す
る
。
秋
の
露
に
よ
り
紅
葉
す
る
黄
と
を
対
比
す
る
。
 

 〇〇 〇〇
春春 春春
３
３

３
３

３
３

３
３
番番 番番
のの のの
発
句

発
句

発
句

発
句
 

菜
の
華
の
黄 き
は

み
す
さ
め
よ

歸 か
え
る

鴈 か
り

 
 
 
宇
齋
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〈〈 〈〈
作
者

作
者

作
者

作
者
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
〉〉 〉〉
 

作
者
の
宇
齋
は
、
詳
細
不
明
。『

続
の
原
』
一
句
（
当
該
句
の
み
）
以
下
、
続
虚
栗
 
一
句
、
戌
た
つ
歳

旦
 
一
句
、
四
季
千
句
 
四
句
、
い
つ
を
昔
 
二
句
、
萩
の
露
 
一
句
入
集
。
 

 〈〈 〈〈
語
注

語
注

語
注

語
注
〉〉 〉〉
 

・「
菜
の
花
」
に
よ
っ
て
、
春
。
ア
ブ
ラ
ナ
の
花
。
葉
の
形
が
異
な
る
コ
マ
ツ
ナ
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
も
花
が

よ
く
似
て
い
る
た
め
一
般
に
は
区
別
さ
れ
ず
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。『

は
な
ひ
草
』・『
毛
吹
草
』
な
ど

で
は
二
月
。
『
御
傘
』
に
は
「
菜
つ
み
は
春
也
。
菜
の
花
も
春
也
」
と
あ
る
。
 

菜
の
花
や
一
本
さ
き
し
松
の
も
と
 
 
宗
因
『
丸
一
年
』
 

山
吹
き
の
露
菜
の
花
の
色
か
こ
ち
顏
な
る
や
 
 
芭
蕉
『
東
日
記
』
 

 

・
黄
ば
み
 
黄
色
み
を
お
び
る
こ
と
。
 

き
は
み
ぬ
る
榊
は
金
の
御
幣
哉
 
 
頼
広
『
ゆ
め
み
草
』
 

何
所
と
な
う
黄
ば
み
を
ふ
く
む
霞
哉
 
 
玄
梅
『
枕
屏
風
』
 
 

・
す
さ
め
よ
…
遊
め
よ
 
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
こ
と
を
す
す
め
る
。
も
て
あ
そ
ぶ
。
慰
み
に
す
る
。
心

に
と
め
て
愛
す
る
。
 

お
ほ
あ
ら
き
の
も
り
の
し
た
草
お
い
ぬ
れ
ば
駒
も
す
さ
め
ず
か
る
人
も
な
し
( 古

今
集
・
雑
上
・
八
九

二
) 

た
び
人
の
は
た
ご
の
む
ま
の
ゆ
き
ず
り
に
な
つ
の
の
草
を
す
さ
め
や
は
せ
ぬ
( 夫
木
・
一
二
九
七
〇
) 

二
月
の
蓬
莱
人
も
す
さ
（
遊
）
め
ず
や
 
コ
斎
『
日
の
春
を
』
 

燕
に
す
さ
め
ら
れ
て
や
庭
の
桃
 
其
角
 

・
歸
鴈
 
秋
に
日
本
に
渡
っ
て
き
た
真
雁
や
菱
食
な
ど
の
雁
が
、
三
月
か
ら
四
月
頃
に
か
け
て
北
方
の
繁

殖
地
に
帰
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
い
う
。
冬
を
と
も
に
過
ご
し
た
十
数
羽
か
ら
数
十
羽
の
群
れ
が
列
を
組
ん
で
、

鉤
の
よ
う
に
な
っ
た
り
棹
の
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
飛
ん
で
ゆ
く
。
( 『

角
川
俳
句
大
歳
時
記
』
・
春
) 

 〈〈 〈〈
句
解

句
解

句
解

句
解
〉〉 〉〉
 

 
「
菜
の
花
畑
の
一
面
の
黄
色
に
心
を
寄
せ
て
留
ま
り
な
さ
い
、
帰
っ
て
し
ま
お
う
と
す
る
鴈
よ
。
」
 

鴈
は
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
渡
り
、
菜
の
花
が
四
月
に
満
開
に
な
る
。
菜
の
花
の
黄
色
は
春
の
象

徴
で
あ
る
。
鴈
が
菜
の
花
を
楽
し
む
こ
と
な
く
帰
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
菜
の
花
の
黄
色
で
足
を
止
め

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
鴈
が
帰
る
こ
と
を
惜
し
ん
で
引
き
留
め
る
意
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
 

 〇
春

〇
春

〇
春

〇
春
３
４

３
４

３
４

３
４
番番 番番
のの のの
発
句

発
句

発
句

発
句
 

墉 か
き

の
桃
結 ゆ
は

れ
な
か
ら
の
盛
哉
 
 
 
蚉
山
 

 〈〈 〈〈
作
者

作
者

作
者

作
者
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
〉〉 〉〉
 

作
者
の
蚉
山
は
、
詳
細
不
明
。
続
の
原
に
四
句
、
、
他
「
枯
蓮
に
百
韻
」
三
十
八
句
入
集
。
 

    
 

〈〈 〈〈
語
注

語
注

語
注

語
注
〉〉 〉〉
 

・・ ・・ 「「 「「
桃
」
に
よ
っ
て
、
春
。
桃
は
晩
春
、
ふ
く
よ
か
な
淡
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
。
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
の
モ
モ
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亜
属
に
属
す
る
落
葉
樹
。
中
国
黄
河
上
流
域
の
原
産
だ
が
、
弥
生
時
代
に
日
本
に
渡
来
し
た
。
花
は
五
弁

の
一
重
、
桜
よ
り
紅
が
濃
く
、
一
回
り
大
き
い
。
果
樹
と
し
て
栽
培
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
観
賞
用
の
花

桃
に
は

八
重

、
白
、
緋
、
紅
白
咲

き
分

け
の
源

平
も

あ
る
。
( 略

) 桃
は
雛
祭

の
花

で
も
あ

る
。
桃
の

花
も

雛
祭
も
旧
暦

三
月
( 新
暦
四

月
) 、
晩

春
の
季
語
だ

っ
た

が
、
明
治
の
改
暦
以
降
、
雛
祭
を
仲
春

の
新
暦

三

月
三
日
に
行
う
地
方
が
増
え
、
桃
の
花
と
雛
祭
の
時
期
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
た
だ
桃
と
い
え
ば

桃
の
実
の
こ
と
だ
が
、
江
戸
時
代
以
前
の
句
で
は
桃
の
花
を
さ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
( 『

角
川
俳
句

大
歳
時
記
』
・
春
) 

・
墉
の
桃
 
墉
は
垣
根
、
壁
を
指
す
。
当
該
句
で
は
、
堤
の
こ
と
か
 

桃
の
木
か
よ
く
さ
き
さ
く
よ
か
き
の
も
も
 
 
『
崑
山
集
』
 

も
も
の
花
境
し
ま
ら
ぬ
か
き
ね
哉
 
『
猿
蓑
』
 

藪
垣
や
馬
の
貌
か
く
も
も
の
花
 
 
孤
屋
『
炭
俵
』
 

家
の
垣
根
と
し
て
は
、
平
安
時
代
庶
民
の
家
で
は
桃
の
花
が
植
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
貴
族
の
邸

宅
で
も
植
え
ら
れ
て
い
た
が
桜
に
押
さ
れ
あ
ま
り
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 

当
該
句
「
か
き
の
も
も
」
は
、
垣
根
と
し
て
も
し
く
は
垣
根
の
よ
う
に
植
え
ら
れ
た
桃
の
木
を
詠
む
か
。
 

 〈〈 〈〈
句
解

句
解

句
解

句
解
〉〉 〉〉
 

「
土
手
の
桃
の
堤
は
、
結
び
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
盛
り
を
迎
え
て
い
る
こ
と
だ
。
」
 

土
手
に
植
え
ら
れ
た
、
桃
の
木
が
堤
防
と
し
て
結
び
付
け
ら
れ
な
が
ら
春
に
盛
り
を
迎
え
た
様
子
。
自
然

の
ま
ま
で
は
な
く
、
結
び
付
け
ら
れ
て
枝
ぶ
り
を
制
限
さ
れ
な
が
ら
も
咲
き
誇
る
桃
の
花
の
生
命
力
を
感

じ
て
い
る
。
 

 〇〇 〇〇
春春 春春
３
５

３
５

３
５

３
５
番番 番番
のの のの
発
句

発
句

発
句

発
句
 

雛
の
さ
ま
宮
腹
く

に
ま
し
く

け
る
 
 
 
其
角
 

〈〈 〈〈
作
者

作
者

作
者

作
者
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
〉〉 〉〉
 

作
者
の
其
角
は
既
出
。
春
１
０
番
を
参
照
の
こ
と
。
『
続
の
原
』
に
五
句
入
集
。
 

 〈〈 〈〈
語
注

語
注

語
注

語
注
〉〉 〉〉
 

・
雛
に
よ
っ
て
、
春
。
雛
は
、
紙
や
木
な
ど
で
こ
し
ら
え
、
着
物
を
着
せ
た
り
す
る
小
型
の
人
形
で
、
女

児
の
玩
具
。
ま
た
、
雛
祭
に
飾
る
人
形
。
ひ
な
。
雛
人
形
。
 

草
の
戸
も
住
替
る
代
ぞ
雛
の
家
 
 
芭
蕉
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
 

振
舞
や
下
座
に
な
を
る
去
年
の
雛
 
 
去
来
『
猿
蓑
』
 

上
座
ほ
ど
雛
の
す
が
た
の
新
な
り
 
 
其
角
『
俳
諧
勧
進
牒
』
( ・

春
・
一
七
八
) 

・
宮
腹
 
み
や
ば
ら
。
皇
女
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
生
ま
れ
た
人
。『
源
氏
物
語
』
帚

木
に
「
宮
ば
ら
の
中
将
は
、
な
か
に
親
し
く
馴
れ
き
こ
え
給
て
」
と
あ
り
、『

平
家
物
語
』
富
士
川
に
「
薩

摩
守
忠
度
は
、
年
来
あ
る
宮
腹
の
女
房
の
も
と
へ
か
よ
は
れ
け
る
が
」
と
あ
る
。
 

[ 参
考
] 

は
ら
ば
ら
【
腹
々
】
 
同
一
の
夫
の
子
を
そ
れ
ぞ
れ
産
ん
だ
妻
妾
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
腹
。
『
源
氏
物
語
』

桐
壺
に
「
御
子
ど
も
あ
ま
た
、
は
ら
は
ら
に
も
の
し
給
」
、
『
保
元
物
語
』
為
義
最
後
の
事
に
「
腹
々
に
男

女
の
子
ど
も
四
十
二
人
ぞ
あ
り
け
る
」
と
あ
る
。
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 〈〈 〈〈
句
解

句
解

句
解

句
解
〉〉 〉〉
 

「
雛
人
形
が
家
々
で
飾
ら
れ
て
い
る
さ
ま
は
、
あ
ち
ら
に
も
こ
ち
ら
に
も
天
皇
の
御
子
が
母
違
い
で
何
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
。
」
 

一
対
の
内
裏
雛
が
、
あ
ち
こ
ち
の
家
で
飾
ら
れ
て
い
る
ひ
な
祭
り
の
情
景
を
詠
む
。
「
宮
腹
〳
〵
」
は
、

「
宮
が
腹
々
に
」
と
解
釈
し
た
。
ど
の
家
庭
も
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
皇
族
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
だ
と

滑
稽
さ
を
詠
ん
だ
。
 

新
旧
複
数
の
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
新
し
い
も
の
ほ
ど
小
さ
く
な
る
様
子
か
ら
大
が
親
、
小
が
子
と
し

て
年
々
皇
族
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
す
る
解
釈
、「
宮
腹
宮
腹
」
と
し
、
皇
女
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た

子
が
複
数
い
る
と
す
る
解
釈
、
皇
女
の
子
の
よ
う
な
高
貴
な
雛
人
形
の
様
子
を
詠
ん
だ
と
す
る
解
釈
も
あ

る
。
 


